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　子育て応援施策の一環
として、令和７年度２学
期から、中学生を対象と
してきた給食費の無償化
を小学生にも拡充してい
きます。

令和 7 年 7 月 24 日　やない議会だより　❷

定例会ハイライト
　今定例会は、６月 11 日から６月 27 日までの 17 日間の会期で開催しました。
　初日に議案９件、承認３件、同意２件、報告４件及び陳情２件が上程されました。
　一般質問は、６月 11 日から 12 日までの２日間で、計５人の議員が登壇し、質問
を行いました。

６月月

 会期日程の詳細→  審議結果の詳細→   議案等の詳細→

議案第 38号
令和７年度柳井市一般会計補正予算 ( 第１号 )

Pick  Up

01

　空き家の危険度を問わず、空き家（住居）
の解体費の補助を行います。補助上限額を
150 万円に増額、補助率を
２分の１に拡大します。

空き家対策事業空家
対策

4,892 万 3,000 円

　令和 7 年度当初予算は骨格予算であったので、６月補正予算において肉付けを行
うものです。全ての世代が心豊かに暮らすまちの実現に向けた取組が盛り込まれて
います。

　司書の人員体制強
化、９月末から年末
年始を除く土曜日、
日曜日、祝日を開館
日とし、利便性を高
めていきます。

みどりが丘図書館活性化事業教   育

275 万 2,000 円

小中学校給食費無償化事業子育て

5,030 万 1,000 円

　15 歳から 74 歳まで
の自ら車を運転しない
市民に対して、一般タ
クシーと平郡航路で利
用できるデジタル助成
券を交付します。

おでかけサポート事業地域
活性化

2,207 万 2,000 円

150 万円に増額、補助率を

←空き家除却事業補助金
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ＱＲコードの活用を始めました。
　議会だよりによる情報発信の充実を図るため、本会議におけ
る議案等の審議結果や委員会報告をＱＲコードで掲載すること
にしました。スマートフォンやタブレットを使いＱＲコードを
読み取ると、議案の審議結果や報告書の全文を見ることができ
ますのでご利用ください。

　比較的規模の小さい農家
や漁業者への新たな支援制
度として、機械の導入や施
設の整備に係る費用に対し
て補助金を交付します。

　柳井市合併 20 周年記念イベントとして
300 機のドローンが
音楽とともに夜空を
彩り、柳井金魚ちょ
うちん祭りのフィナ
ーレを飾ります。

柳井金魚ちょうちん祭り事業観   光

660 万円

　旧柳井南中学校跡地の利活用を図るた
め、伊保庄地区コミュニティ施設の整備と
特別養護老人ホーム
伊保庄園の移転を視
野に入れた検討をし
ます。

伊保庄地区コミュニティ施設整備事業地域
活性化

1 億 5,172 万 2,000 円

農業・漁業用機械等整備費支援事業産   業

800 万円

　日常における安心・安全を確保するため、
平郡出張所西平郡連絡所、平郡診療所西出
張診療所、コミュニ
ティ集会所、職員宿
舎を集約した複合施
設を整備します。

平郡西地区コミュニティ施設整備事業地域
活性化

3,300 万 7,000 円

　カーボンニュートラル実現に向けた取組
として、市内の居住用住宅の断熱リフォー
ムに係る経費の一部を
補助します。事業期間
は、今年度が最終年度
となっています。

　子育て世代の定住を促進し、活気あふれ
る元気なまちづくりを推進します。

移住・定住促進事業移住
定住

4,800 万円

断熱リフォーム促進事業環   境

1,003 万 7,000 円

子育て世代定住促進補助金→

←子育て世代空き家購入費補助金

る元気なまちづくりを推進します。

←子育て世代空き家購入費補助金←子育て世代空き家購入費補助金
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問　

活
気
あ
る
柳
井
市
の
再
生
に
つ
い
て

は
、
人
通
り
が
代
表
さ
れ
る
白
壁
通
り
に

人
通
り
が
少
な
い
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
の

対
応
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
が
、
コ

ロ
ナ
期
を
中
心
に
前
年
、
前
々
年
と
の
比

較
に
終
始
し
て
い
ま
し
た
。
柳
井
市
の
中

で
の
比
較
に
留
ま
る
の
で
は
な
く
、
活
気

あ
る
県
内
市
町
を
調
査
し
、
こ
れ
と
比
較

す
る
姿
勢
を
求
め
ま
し
た
。

答　

今
後
、
白
壁
の
町
並
み
等
で
開
催
さ

れ
る「
シ
ー
ク
レ
ッ
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」は
、

民
間
主
体
の
創
意
あ
る
取
組
と
し
て
注
目

し
て
い
る
。
市
民
、
事
業
者
、
関
係
団
体

と
と
も
に
、
文
化
・
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
の

各
分
野
を
連
携
さ
せ
な
が
ら
、
引
き
続
き

取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
は
捕
獲
数
も
さ

り
な
が
ら
柵
、
檻
の
数
を
増
や
す
こ
と
、

市
民
か
ら
相
談
が
あ
っ
た
時
に
は
、
ま
ず

現
場
に
行
っ
て
状
況
を
確
認
し
て
話
を
聞

く
こ
と
を
強
く
求
め
ま
し
た
。

答　

本
市
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
被
害

を
防
ぐ
た
め
、「
侵
入
防
止
」、「
捕
獲
」、「
環

境
整
備
」
の
３
つ
を
基
本
に
総
合
的
に
対

策
を
講
じ
て
い
る
。
加
え
て
、
個
人
に
よ

る
取
組
の
み
な
ら
ず
、
地
域
全
体
で
連
携

し
て
対
応
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
と
考

え
て
い
る
。
市
民
か
ら
被
害
相
談
を
受
け

た
際
に
は
、
引
き
続
き
状
況
に
応
じ
て
職

員
が
現
地
を
確
認
し
、
丁
寧
な
対
応
に
努

め
て
い
く
。

問　

人
（
市
民
）
に
優
し
い
行
政
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
困
っ
て
お
ら
れ
る
事
例
を

２
例
挙
げ
、
行
政
と
し
て
は
気
が
つ
か
ず

施
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
ま
し
た
。

答　

市
民
か
ら
い
た
だ
く
様
々
な
声
に
丁

寧
に
耳
を
傾
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
情
や
立

場
に
配
慮
し
な
が
ら
、
で
き
る
限
り
真
摯

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
申
し
上
げ
る
ま

で
も
な
く
、
行
政
と
し
て
あ
る
べ
き
姿
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
職
員
も
議
員
も
公
僕
で
あ
る

こ
と
を
認
識
す
る
た
め
に
、
大
森
彌
東
京

大
学
名
誉
教
授
が
勧
め
ら
れ
て
い
る
「
飛

び
出
す
！
公
務
員　

時
代
を
切
り
拓
く
98

人
の
実
践
」
を
読
み
、「
た
か
み
」
を
目

指
し
て
欲
し
い
旨
、
訴
え
ま
し
た
。

活
気
あ
る
柳
井
市
の
再
生
、鳥
獣
対
策
、

人
（
市
民
）
に
優
し
い
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
質
す

問　

井
原
市
政
５
期
目
の
政
策
を
伺
う
。

答　

８
項
目
の
主
要
政
策
に
よ
り
、
全
世

代
が
心
豊
か
に
暮
ら
す
「
幸
せ
の
ま
ち
づ

く
り
」
の
実
現
を
め
ざ
し
て
い
く
。

①
市
民
と
市
長
と
気
楽
に
ト
ー
ク
は
令
和

７
年
度
後
半
か
ら
事
前
質
問
の
受
付
な
ど

新
た
な
試
み
を
導
入
、
ま
た
、
地
域
の
夢

プ
ラ
ン
や
ス
ク
ー
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
等
を
通
し
、
市
民
の

力
で
支
え
あ
い
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
主

役
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
。

②
み
ど
り
が
丘
図
書
館
は
９
月
か
ら
年
末

年
始
を
除
き
全
て
の
土
曜
日
、
日
曜
日
、

祝
日
を
開
館
、
ま
た
、
土
曜
日
の
開
館
時

間
を
午
後
９
時
ま
で
延
長
す
る
。

③
高
校
生
等
ま
で
の
医
療
費
の
無
償
化
、

保
育
料
の
完
全
無
償
化
、
子
育
て
世
代
定

住
促
進
補
助
金
制
度
を
継
続
し
、
２
学
期

以
降
、
給
食
費
の
無
償
化
を
小
学
生
ま
で

拡
大
す
る
。
加
え
て
、
算
数
等
の
補
助
教

員
の
配
置
、
特
別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の

設
置
等
、
教
育
環
境
整
備
を
継
続
す
る
。

④
企
業
誘
致
及
び
地
元
企
業
と
の
連
携
に

引
き
続
き
取
り
組
む
。
ま
た
、
農
業
・
水

産
業
へ
の
支
援
と
し
て
、
機
械
導
入
や
施

設
の
整
備
費
用
へ
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
。

⑤
ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
計
画
的
に
改
修
し
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
や
大
会
の
誘
致
に
係
る
補

助
制
度
を
継
続
す
る
。
ま
た
、
全
国
大
会

に
お
い
て
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
市
内
高

校
運
動
部
や
選
手
を
支
援
す
る
全
国
的
に

も
珍
し
い
制
度
を
創
設
す
る
。

⑥
各
地
区
で
進
め
て
き
た
地
域
の
夢
プ
ラ

ン
を
街
な
か
で
も
取
り
組
み
、
心
豊
か
な

暮
ら
し
と
持
続
可
能
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
め
ざ
す
。

⑦
令
和
９
年
度
ま
で
を
重
点
期
間
と
し
、

危
険
度
に
関
わ
ら
ず
空
き
家
の
解
体
へ
の

補
助
を
最
大
１
５
０
万
円
に
拡
充
す
る
。

ま
た
、
高
齢
者
に
加
え
、
15
歳
以
上
の
車

を
運
転
し
な
い
人
に
対
し
、
タ
ク
シ
ー
と

平
郡
航
路
の
利
用
を
助
成
す
る
。
さ
ら

に
、
自
然
災
害
に
対
応
す
る
た
め
、
避
難

所
の
整
備
や
備
蓄
の
充
実
、
伊
保
庄
と
平

郡
西
地
区
に
そ
れ
ぞ
れ
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
を
整
備
す
る
。

⑧
道
路
な
ど
に
つ
い
て
広
域
自
治
体
で
連

携
し
、
引
き
続
き
国
や
県
に
対
す
る
要
望

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

井
原
市
長
５
期
目
の
政
策
に
つ
い
て

三島 好雄 議員

坂ノ井 徳 議員
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中
間
貯
蔵
施
設
問
題
に
つ
い
て

教
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

補
聴
器
購
入
補
助
に
つ
い
て

平
和
都
市
を
目
指
す
幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

問　

柳
井
市
民
に
と
っ
て
幸
せ
の
ま
ち
と

は
、
戦
争
や
核
の
不
安
の
な
い
安
心
・
安

全
・
健
康
な
ま
ち
で
あ
り
ま
す
。

　

核
に
は
多
く
の
反
対
が
あ
り
ま
す
が
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
経
済
や
国
民
の
生
活
や
暮

ら
し
を
守
る
上
で
絶
対
に
必
要
で
あ
り
ま

す
。
中
間
貯
蔵
施
設
に
は
周
辺
市
町
か
ら

も
反
対
や
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
求
め
る
請

願
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
公
平
・
公
正
な

立
場
で
の
説
明
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

市
民
・
町
民
に
十
分
な
理
解
と
納
得
の

で
き
る
説
明
を
国
と
政
府
の
責
任
に
お
い

て
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
１
市
３
町
や
県
、

国
会
議
員
も
同
行
し
て
要
望
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
、
意
見
を
お
伺
い
し
ま
す
。

答　

市
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
て
い

く
こ
と
は
、
市
長
の
最
も
基
本
的
か
つ
重

要
な
責
務
・
使
命
で
あ
る
。
現
在
、
立
地

可
能
性
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
段
階
で
あ

る
が
、
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
周
辺
住
民

と
「
質
疑
を
尽
く
す
場
」
を
設
け
て
い
た

だ
く
よ
う
周
辺
３
町
と
連
携
し
、
国
及
び

電
力
事
業
者
に
求
め
て
い
く
。

問　

幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
か
っ
て
新

し
い
展
開
を
遂
げ
る
と
あ
り
ま
す
が
、
ど

の
よ
う
な
策
が
あ
る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

答　

ま
ず
、
本
市
発
展
の
基
盤
と
な
る
産

業
振
興
と
し
て
、
引
き
続
き
積
極
的
な
企

業
誘
致
に
取
り
組
む
。
さ
ら
に
、
米
百
俵

の
精
神
を
実
践
す
べ
く
、
全
国
ト
ッ
プ
レ

ベ
ル
の
「
医
療
費
・
給
食
費
・
保
育
料
」

の
３
つ
の
無
償
化
及
び
子
育
て
世
代
定
住

促
進
補
助
金
に
よ
り
、
若
い
世
代
の
定
住

促
進
を
推
し
進
め
る
。
ま
た
、
み
ど
り
が

丘
図
書
館
は
、
特
に
中
高
生
の
利
用
が
予

想
を
超
え
て
お
り
、
若
い
世
代
に
と
っ
て

さ
ら
に
魅
力
的
な
施
設
を
目
指
し
て
い

く
。
加
え
て
、
市
の
主
要
施
策
「
地
域
の

夢
プ
ラ
ン
」
を
市
中
心
部
に
も
展
開
し
、

街
な
か
で
顕
在
化
し
て
い
る
空
き
家
へ
の

対
策
と
し
て
、
解
体
費
用
に
対
す
る
補
助

制
度
を
大
幅
に
拡
充
し
て
い
く
。
昨
年
、

本
市
の
人
口
は
社
会
増
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
地
道
に
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
を

示
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
う
し
た

人
口
減
少
か
ら
生
じ
る
生
活
課
題
を
解
決

し
て
い
く
こ
と
で
、
全
て
の
世
代
が
心
豊

か
に
暮
ら
す
「
幸
せ
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　

周
辺
自
治
体
で
は
、署
名
、ア
ン
ケ
ー

ト
、
議
会
決
議
な
ど
、
建
設
反
対
の
運
動

が
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
反
対
の
民

意
は
明
ら
か
と
考
え
ま
す
が
、
ど
う
受
け

止
め
ま
す
か
。
国
へ
状
況
を
説
明
す
る
際

に
は
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
全
て
伝
え
る
べ

き
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で
す
か
。
施
設

の
建
設
は
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
大
変

な
自
然
破
壊
を
も
た
ら
し
ま
す
。
中
国
電

力
に
対
し
て
、
適
正
な
環
境
評
価
な
し
に

は
適
地
判
断
を
行
わ
な
い
よ
う
申
し
入
れ

る
こ
と
が
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

答　

先
般
５
月
の
１
市
３
町
の
協
議
に
お

い
て
、
時
期
は
未
定
だ
が
、
資
源
エ
ネ
ル

ギ
ー
庁
を
訪
問
し
、
計
画
に
対
す
る
懸
念

や
疑
問
が
住
民
間
に
あ
る
こ
と
、
国
や
電

力
事
業
者
に
説
明
を
求
め
る
声
が
あ
る
こ

と
な
ど
を
伝
え
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
ま
た
、
自
然
環
境
へ
の
影
響
等
に
つ

い
て
も
責
任
の
あ
る
説
明
が
な
さ
れ
る
べ

き
と
考
え
て
お
り
、
国
や
電
力
事
業
者
に

対
し
、「
質
疑
を
尽
く
す
場
」
を
設
け
て

い
た
だ
く
よ
う
求
め
て
い
く
。

問　

小
中
学
校
教
員
の
異
常
な
長
時
間
過

密
労
働
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
対

策
を
し
て
い
ま
す
か
。
補
助
教
員
や
支
援

員
を
大
幅
に
増
や
し
、
不
要
不
急
の
業
務

を
減
ら
す
な
ど
の
対
策
に
早
急
に
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答　

本
市
で
は
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー

や
タ
イ
ム
カ
ー
ド
の
活
用
、
ま
た
、
指
導

主
事
の
聞
き
取
り
や
管
理
職
面
談
な
ど
に

よ
り
正
確
な
実
態
把
握
に
努
め
て
い
る
。

行
事
や
会
議
、
研
修
会
の
見
直
し
や
支
援

員
の
配
置
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
等
、
様
々
な

工
夫
を
凝
ら
し
業
務
改
善
を
行
っ
て
き
て

い
る
。
引
き
続
き
時
間
外
在
校
等
時
間
の

縮
減
に
努
め
て
い
く
。

問　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入
補
助

の
実
施
に
向
け
て
の
検
討
は
、
ど
の
よ
う

に
進
ん
で
い
ま
す
か
。

答　

有
効
な
支
援
制
度
と
な
る
よ
う
、
耳

鼻
科
の
専
門
医
や
補
聴
器
販
売
店
の
意
見

も
踏
ま
え
な
が
ら
、
補
聴
器
を
継
続
し
て

使
用
で
き
る
仕
組
み
に
つ
い
て
引
き
続
き

調
査
、
研
究
を
進
め
て
い
く
。

君国 泰照 議員

長友 光子 議員
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問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
保
険
証
の
利

用
率
に
つ
い
て
、
紙
の
保
険
証
に
代
わ
る

資
格
確
認
書
に
つ
い
て
、
ネ
ッ
ト
障
害
で

使
用
で
き
な
い
と
き
の
対
応
に
つ
い
て
お

尋
ね
し
ま
す
。

答　

本
市
の
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
率

は
、
令
和
７
年
２
月
時
点
で
、
国
民
健
康

保
険
が
28
．
２
％
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
が
24
．
１
％
で
あ
る
。
紙
の
保
険
証
の

有
効
期
限
終
了
に
伴
い
、
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
の
う
ち
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を

登
録
済
み
の
方
に
は
「
資
格
情
報
の
お
知

ら
せ
」
を
、
未
登
録
の
方
に
は
、「
資
格

確
認
書
」
を
送
付
す
る
。
ま
た
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
の
被
保
険
者
に
は
、
暫
定

的
な
運
用
と
し
て
、
全
員
に
「
資
格
確
認

書
」
を
送
付
す
る
。
こ
の
資
格
確
認
書
の

提
示
に
よ
り
、
紙
の
保
険
証
と
同
様
に
医

療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
な

お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
資
格
確
認
が
行

え
な
い
場
合
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
提
示
と
併
せ
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
に
ア

ク
セ
ス
し
資
格
情
報
を
提
示
す
る
か
、
送

付
さ
れ
た
「
資
格
情
報
の
お
知
ら
せ
」
を

提
示
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
提
示

で
き
な
い
際
は
、
再
診
で
、
医
療
機
関
が

資
格
情
報
を
把
握
し
て
い
る
場
合
は
、
受

診
者
へ
口
頭
確
認
を
行
う
。
初
診
の
場
合

や
過
去
の
受
診
か
ら
資
格
情
報
を
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
申
立
書
を
記
入
し
、
医

療
機
関
へ
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
。

問　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て
、
地

元
で
の
食
材
が
調
達
で
き
な
く
な
る
場
合

に
お
い
て
、
県
内
外
の
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
宣

言
都
市
か
ら
の
購
入
は
で
き
な
い
の
か
。

答　

有
機
農
作
物
を
給
食
に
使
用
す
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
認
識
し
て
い
る
が
、
全

国
的
に
も
有
機
食
材
の
耕
作
農
家
は
少
な

く
、
安
定
し
た
供
給
、
ま
た
、
コ
ス
ト
面

に
課
題
が
あ
る
。
長
門
市
や
近
隣
県
で
は

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
を
宣
言
を
行
っ

て
い
る
市
町
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
や
は

り
生
産
量
が
少
な
く
、
安
定
的
な
供
給
が

難
し
い
状
況
と
伺
っ
て
い
る
。
本
市
で

は
、
引
き
続
き
学
校
給
食
に
お
け
る
一
層

の
地
産
地
消
の
促
進
に
取
り
組
み
つ
つ
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
給
食
提
供
へ
の
取
組

の
一
つ
と
し
て
、
有
機
食
材
の
可
能
性
に

つ
い
て
も
研
究
し
て
い
き
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い
て

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
に
つ
い
て

◎会派別交付状況 ( 令和６年４月～令和７年２月 )　　　　　　　　　　　　　　　                     　単位：円

視察先 内   容 会派名

茨城県東海村 日本原子力発電株式会社東海第２発電所中間貯蔵施設について
政友クラブ、ナチュラルパワー
あゆみの会、柳政クラブ、
明日のかたち、参政の会

岡山県美咲町 人口減少対策の取組について やない経政会、柳甦クラブ、
新政クラブ、立志倶楽部、
公明党、日本共産党、新柳会岡山県岡山市 プラスチック資源循環センターについて

会 派 名 交付申請額 交付額 実績額 使途内訳
新柳会（1 人） 53,474 53,474 53,474 調査研究費 53,474

計 53,474 53,474 53,474 ー 53,474

※ 実績額が交付額を上回る場合は会派負担です。

岡本 泰行 議員

◎会派別交付状況 ( 令和６年４月～令和７年３月 )　　　　　　　　　　　　　　　                     　単位：円
会 派 名 交付申請額 交付額 実績額 使途内訳

政友クラブ（２人） 120,000 120,000 ※        122,120 調査研究費 120,000
やない経政会（２人） 53,474 53,474 53,474 調査研究費 53,474
ナチュラルパワー（１人） 60,000 60,000 ※          61,060 調査研究費 60,000
あゆみの会（１人） 60,000 60,000 ※          61,060 調査研究費 60,000
柳政クラブ（１人） 60,000 60,000 ※          61,060 調査研究費 60,000
柳甦クラブ（１人） 53,474 53,474 53,474 調査研究費 53,474
新政クラブ（１人） 53,474 53,474 53,474 調査研究費 53.474
立志倶楽部（１人） 53.474 53.474 53,474 調査研究費 53,474
明日のかたち（1 人） 60,000 60,000 ※          61,060 調査研究費 60,000
参政の会（1 人） 60,000 60,000 ※          61,060 調査研究費 60,000
市政クラブ（１人） 0 0 0 ー 0
公明党（１人） 53,474 53,474 53,474 調査研究費 53,474
日本共産党（１人） 53,474 53,474 53,474 調査研究費 53,474

計 740,844 740,844 740,844 ー 740,844

令
和
６
年
度
の
政
務
活
動
費
を
公
表
し
ま
す
。



❼　やない議会だより　令和 7 年 7 月 24 日

　柳井市議会人口問題特別委員会は、５月 24 日に柳井市文化福祉会館で「市議会によ
る意見を聴く会」を開催しました。
　当日は、約 90 人の参加者があり、
特別委員会の取組状況や提言書素案
の説明の後、中高生や子育て世代の
方、定年後に柳井に帰ってこられた
方、経験豊かなご高齢の方、また柳
井市に通勤されている方など、幅広
い世代の方からご意見をいただきま
した。

市議会による意見を聴く会を開催しました

【ご意見の一部】

・SNS でのアピール
   は TikTok で

・広島に安く行ける
   バスの導入や交通
   手段への支援を

・QR コードを活用
   し、柳井市の良さ
   がわかるような動
   画でアピールを

・柳井市は娯楽施設
   が少ない

・柳井市だからでき
   る楽しいスポット
   を

・バドミントンのよ
   うに強い印象を持
   たれれば移住が増
   えるのでは

・外に出て見聞を高
   めることは必要

・企業や商業施設の
   誘致が有効な手段
   になる

・子どもをたくさん産む
   には病児保育は必要

・柳井市の子育て施策を
   都会の電車のつり革で
   アピールを

市議会による意見を聴く会で出た主な意見→
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本
委
員
会
は
、
会
期
中

の
６
月
13
日
、
閉
会
中
の

５
月
12
日
に
開
催
し
、
議

案
７
件
及
び
付
託
調
査
事

項
等
に
つ
い
て
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

分
割
付
託
と
な
り
ま
し

た
議
案
第
38
号
令
和
７
年

度
柳
井
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
、
平
郡
診
療
所
運
営
費

で
は
、
委
員
か
ら
令
和
６

年
度
行
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン

診
療
・
オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬

指
導
の
実
証
事
業
に
お
け

る
利
用
実
績
は
何
件
で
、

ど
の
よ
う
な
意
見
が
あ
っ

た
か
と
い
う
質
疑
に
、
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
・
オ
ン
ラ

イ
ン
服
薬
指
導
が
８
名
、

オ
ン
ラ
イ
ン
服
薬
指
導
の

み
が
66
名
、
延
べ
74
名
が

参
加
し
、
参
加
者
に
行
っ

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
概

ね
満
足
さ
れ
た
が
、
郵
送

料
等
の
手
数
料
が
か
か
れ

ば
や
り
た
く
な
い
と
の
回

答
が
４
分
の
１
ほ
ど
あ
っ

た
た
め
、
手
数
料
が
か
か

ら
な
い
方
法
を
検
討
し
、

補
正
予
算
に
計
上
し
た
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

学
校
管
理
費
で
は
、
委

員
か
ら
市
内
全
体
の
小
中

学
校
の
特
別
教
室
の
空
調

設
備
の
設
置
状
況
、
今
後

の
計
画
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
と
い
う
質
疑
に
、
現

在
の
特
別
教
室
の
空
調
設

備
の
設
置
率
は
小
学
校

が
69
．
８
％
、
中
学
校

が
86
．
０
％
で
、
全
体
が

74
．
８
％
で
、
計
画
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
、
柳
井

南
小
学
校
、
小
田
小
学
校

の
実
施
設
計
を
委
託
し
、

工
事
に
つ
い
て
は
順
次
計

画
的
に
進
め
て
い
き
た
い

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
委
員
か
ら
、

子
ど
も
た
ち
の
健
康
の
た

め
に
も
で
き
る
だ
け
計
画

を
早
め
て
設
置
し
て
欲
し

い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。

　

文
化
福
祉
会
館
費
で

は
、
委
員
か
ら
文
化
福
祉

会
館
は
建
築
か
ら
50
年

以
上
経
過
し
、
か
な
り
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら

建
て
替
え
を
検
討
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
質
疑
に
対

し
、
今
回
の
基
本
設
計
で

改
修
が
で
き
る
も
の
か
ど

う
か
を
調
査
し
、
改
修
が

で
き
る
よ
う
で
あ
れ
ば
長

寿
命
化
を
図
り
な
が
ら
活

用
し
て
い
き
た
い
と
の
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

て
い
る
と
い
う
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
員
か
ら
金
魚

ち
ょ
う
ち
ん
祭
り
で
ド

ロ
ー
ン
を
具
体
的
に
ど

う
活
用
す
る
の
か
と
い
う

質
疑
に
、
ド
ロ
ー
ン
約

３
０
０
機
を
活
用
し
、
柳

井
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
な
ど

立
体
的
な
も
の
を
表
現
す

る
予
定
で
あ
る
と
い
う
答

弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

付
託
調
査
事
項
に
つ
い

て
は
、
４
月
の
委
員
会
で

は
、
委
員
か
ら
「
柳
井
金

魚
ち
ょ
う
ち
ん
」
と
「
柳

井
縞
」
の
商
標
登
録
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
今
か

ら
手
続
き
を
行
っ
て
い
く

が
、
地
域
名
と
商
品
名
が

浸
透
し
な
い
と
登
録
が
で

き
な
い
た
め
、ま
ず
は
「
柳

井
金
魚
ち
ょ
う
ち
ん
」
と

い
う
名
前
を
広
め
て
い
き

た
い
。
そ
れ
と
同
時
に
継

続
的
な
使
用
実
績
を
積
み

重
ね
て
い
き
、
特
許
庁
に

申
請
し
て
い
く
。
ま
た
、

   

副
委
員
長  
岡 
本 

泰 

行

総務文教厚生常任委員会

　

本
委
員
会
は
、
会
期
中

の
６
月
16
日
、
閉
会
中
の

４
月
30
日
に
開
催
し
、
議

案
３
件
及
び
付
託
調
査
事

項
等
に
つ
い
て
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。

　

分
割
付
託
と
な
り
ま
し

た
議
案
第
38
号
令
和
７
年

度
柳
井
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い

て
、
委
員
か
ら
公
共
交
通

デ
ジ
タ
ル
化
推
進
業
務
委

託
料
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
さ

れ
る
と
ど
ん
な
シ
ス
テ
ム

に
な
る
の
か
と
い
う
質
疑

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

カ
ー
ド
に
表
示
さ
れ
た
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
交
通
事
業
者

が
読
み
取
り
利
用
す
る
こ

と
に
な
る
。
ま
た
、
来
年

度
は
現
行
の
高
齢
者
お
で

か
け
サ
ポ
ー
ト
事
業
も
含

め
て
デ
ジ
タ
ル
化
を
考
え

  

建
設
経
済

       

常
任
委
員
会

　

   

委
員
長  

三 

島 

好 

雄

  
総
務
文
教
厚
生

       
常
任
委
員
会



❾　やない議会だより　令和 7 年 7 月 24 日

　

議
会
運
営
委
員
会
を
４

月
10
日
、
６
月
４
日
及
び

６
月
17
日
に
開
催
し
ま
し

た
の
で
、
協
議
、
審
査
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

４
月
10
日
の
委
員
会
で

は
、
①
第
２
回
臨
時
会
の

運
営
に
つ
い
て
、
②
議
長

の
諮
問
に
関
す
る
事
項
で

あ
る
常
任
委
員
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
の
数
、
所
管
事
務
の
再

配
分
の
協
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

６
月
４
日
の
委
員
会
で

は
、
①
６
月
定
例
会
の
会

期
、
日
程
及
び
議
案
の
付

託
先
等
、
②
教
育
委
員
会

委
員
の
同
意
議
案
に
つ
い

て
、
③
選
挙
管
理
委
員
会

委
員
及
び
補
充
員
の
選
挙

に
つ
い
て
申
し
合
わ
せ
ま

し
た
。

　

６
月
17
日
の
委
員
会
で

は
、
議
長
の
諮
問
事
項
で

あ
る
常
任
委
員
会
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
常
任
委
員

会
の
数
、
複
数
委
員
会
所

属
制
度
の
協
議
を
行
い
ま

し
た
。

　

閉
会
中
の
付
託
調
査
事

項
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
、
議
会
の
運
営
及
び
議

会
の
会
議
規
則
、
委
員
会

に
関
す
る
条
例
等
並
び
に

議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事

項
に
つ
い
て
と
決
定
し
、

議
長
に
お
取
り
計
ら
い
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

「
柳
井
縞
」
に
つ
い
て
は
、

も
う
す
で
に
地
域
名
と
商

品
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

知
名
度
を
さ
ら
に
広
め
た

上
で
、
特
許
庁
に
申
請
し

て
い
く
と
い
う
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

６
月
の
委
員
会
で
は
、

委
員
か
ら
、
シ
ー
ク
レ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
と
い
う

質
疑
に
、
様
々
な
ア
ー
ト

の
展
示
場
所
を
非
公
開
に

す
る
「
秘
密
の
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
で
、
謎
解
き
を
通

じ
て
各
展
示
場
所
を
探
し

出
す
分
散
型
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
で
あ
る
と
い
う
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

  

議
会
運
営

　

       

委
員
会

建設経済常任委員会

方
面
か
ら
ご
意
見
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

６
月
５
日
は
、
こ
れ
ま

で
の
意
見
聴
取
を
振
り
返

り
、
反
省
点
等
に
つ
い
て

協
議
を
行
い
ま
し
た
。

　

６
月
９
日
の
商
工
会
議

所
と
の
意
見
交
換
会
で

は
、
商
工
会
議
所
地
域
再

生
委
員
会
か
ら
、
多
様
な

ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

６
月
17
日
は
、
農
業
委

員
会
、
商
工
会
議
所
と
の

意
見
交
換
会
及
び
市
議
会

に
よ
る
意
見
を
聴
く
会
で

い
た
だ
い
た
ご
意
見
に
つ

い
て
協
議
を
行
い
、
６
月

26
日
ま
で
に
提
言
書
に
取

り
入
れ
る
べ
き
意
見
に
つ

い
て
、
各
委
員
か
ら
提
出

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し

た
。

　

今
後
、
各
委
員
か
ら
提

出
い
た
だ
い
た
意
見
を
基

に
最
終
的
な
提
言
書
の
と

り
ま
と
め
を
行
い
ま
す
。

人口問題特別委員会

　

３
月
25
日
は
、
市
民
・

関
係
団
体
と
の
意
見
交
換

会
及
び
提
言
書
の
修
正
点

や
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
。

　

４
月
15
日
は
、
提
言
書

の
素
案
に
つ
い
て
、
協
議

を
行
い
ま
し
た
。

　

５
月
12
日
は
、
市
民
・

関
係
団
体
か
ら
の
意
見
聴

取
に
つ
い
て
協
議
を
行
い

ま
し
た
。

　

５
月
15
日
の
農
業
委

員
会
と
の
意
見
交
換
会
で

は
、
農
業
振
興
、
空
き
家

問
題
等
に
つ
い
て
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

５
月
24
日
の
市
議
会

に
よ
る
意
見
を
聴
く
会
で

は
、
約
90
人
の
ご
参
加
を

い
た
だ
き
、
高
齢
者
か
ら

中
学
生
、
高
校
生
、
移
住

者
の
方
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

　

   

委
員
長  

篠 

脇 

丈 

毅

  

人
口
問
題

  

特
別
委
員
会

　

   

委
員
長  

中 

川 

隆 

志



本会議録検索システム
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ドを読み取り、「会議録検索システム」にアクセスし
てください。
　なお、本システムで検索できる会議録は、平成 17
年２月 21 日以降分となります。キーワー
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令和 7 年 7 月 24 日　やない議会だより　➓

 やない議会だより
 編集委員会 編 

集 

後 

記 

委
員
長   

長 

友 

光 

子

副
委
員
長   

岡 

本 

泰 

行

委

員   

岡 

村 

茂 

樹

委

員   

平
岡
実
千
男

山口県市議会議長
会定期総会
議会運営委員会
議会だより編集委員会
臨時会
人口問題特別委員会
中国市議会議長会
定期総会
建設経済常任委員会

議会運営委員会
人口問題特別委員会
人口問題特別委員会
柳井商工会議所地
域再生委員会との
意見交換会
本会議１日目
本会議２日目
総務文教厚生常任
委員会
建設経済常任委員会
人口問題特別委員会
議会運営委員会
本会議最終日
議会だより編集委員会

４日
５日
９日

11 日
12 日
13 日

16 日
17 日

27 日

4月
４日

10 日

15 日

23 日

30 日

12 日

15 日

総務文教厚生常任
委員会
人口問題特別委員会
人口問題特別委員会
農業委員会との意見
交換会

・

・
・
・
・
・

・

・

・
・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

　

暑
さ
の
厳
し
い
中
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
か
ら
は
大
雨
や

台
風
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る

季
節
で
す
。
い
ざ
と
い
う

と
き
の
た
め
に
準
備
を
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

主な議会の動き

会
議
の
お
知
ら
せ

　

閉
会
中
の
各
委
員
会
の
日
程

は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
建
設
経
済
常
任
委
員
会

７
月
28
日（
月
）
午
前
10
時
か
ら

〇
総
務
文
教
厚
生

     　
　
　
　

常
任
委
員
会

８
月
７
日（
木
）
午
前
９
時
か
ら

︻ 

場
所 

︼

  

全
員
協
議
会
室（
市
役
所
５
階
）

※
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

次
期
定
例
会
の
予
定
は
次
の

と
お
り
で
す
。

〇
第
３
回
定
例
会

    　
　
　
　
（
９
月
議
会
）

９
月
4
日（
木
）
か
ら

９
月
22
日（
月
）
ま
で
の
予
定

︻ 

場
所 

︼

  

議
場
（
市
役
所
５
階
）

※
日
程
の
詳
細
は
、８
月
28
日（
木
）

午
前
10
時
か
ら
開
催
予
定
の
議
会

運
営
委
員
会
で
決
定
さ
れ
ま
す
。

6月

5月

15 日
16 日

20 日

21 日

24 日

29 日

全員協議会
柳井地区広域市町
議会議長会総会
下松市からの視察
受け入れ
全国市議会議長会
定期総会
市議会議員共済会
代議員会
人口問題特別委員会
市議会による意見
を聴く会
余田小学校６年生
議場見学

・
・

・

・

・

・

・


